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議題:第5号

甲府市教育委員会安全衛生管理規則の-部改正について

1 改正理由

小学校給食調理業務の委託について、平成22年度から計画的に実施され、

令和3年度からは、全ての小学校において実施される。

このため、令和3年度からは、甲府市教育委員会安全衛生管理規則(以下

「規則」という。)で定める「給食事業所」に職員の配置がされないことか

ら、 「給食事業所」及び「給食事業所衛生委員会」に係る規則の一部改正を

行う。

2 主な改正内容

規則に定める「給食事業所」及び「給食事業所衛生委員会」等に係る改正

を行う。

3 施行期日

令和3年4月1日から施行する。

4 改正の案文

別紙 新旧対照表及び規則改正案文参照

5 教育委貴会への議題時期

令和3年3月定例教育委員会

星間一
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(蜜)十重

-蓋団国劇 圏開園日回国岡田閉園開田田圃圃開聞晒随喜図四回園田田園四四圏田園園田
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量間
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竃制
寸

的叩坤i劃

開園日田圃園田開園田園田圃回田田圃圏四囲園田白亜四開園臆面

刑量 刑董司 書田岡欄間賀田聞

鳴禽眼)寄側面融副観′挫障榊

董嘲∴め -量感

重刷
寸

ゆト刃e鴨やト評提)ま嶋仰重用川ニl嗣拙e
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議題:第5号

甲府市教育委員会規則第2号

甲府市教育委員会安全衛生管理規則の一部を改正する規則

甲府市教育委員会安全衛生管理規則(昭和5 5年5月教委規則第4号)の

一部を次のように改正する。

第2条第5号を次のように改める。

(5)削除

第5条の2第l項中「給食事業所」を「事務局」 ’に改め、同条第4項中

「給食事業所」を「必要に応じて職場」に改める。

第7条第1項中「、給食事業所」を削る。

第9条の2第1項中「甲府市教育委員会給食事業所職員衛生委員会(以下

「給食事業所衛生委員会」という。 )及び」を削り、同条第2項を削り、同

条第3項を同条第2項とし、同条第4項中「第2項各号(第1号を除く。 )

及び」を削り、同項を同条第3項とし、同条第5項を同条第4項とし、同条

第6項中「3項」を「前3項」に改め、 「各」及び「それぞれの」を削り、

同項を同条第5項とする。

附 則

この規程は、令和3年4月1日から施行する。

ー10-



議題:第6号

甲府市教育委員会事務分掌規則の〇割改正について

1 改正理由

甲府市教育指導研究センターは、昭和5 7年度から本市の学校教育の振・

興に長年にわたり寄与してきたところである。

しかし、老朽化の進行等により、同センター内に設置された「あすなろ学

級本級」が令和2年6月に移転し、また、学校教育課に属する甲府市教育研

修所において、同センターの機能を補完することができることから、令和2

年度末をもって同センターを廃止する。

このため、甲府市教育委員会事務分掌規則の一部改正を行う。

2 主な改正内容

甲府市教育指導研究センターの廃止に伴う関係条項の削る等の改正を行

う。

3 施行期日

令和ノ3年4月1日から施行する。

4 改正の案文

別紙 新旧対照表及び規則案文参照

5 教育委貴会への議題時期

令和3年3月定例教育委員会

一口一
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嘲り二眼張e燕乙獄へ恥ご蛛電球焉甘N菩憲ロ)電球憧塾恵柾轟忙壁掛∴燕毒腺

(怪塾選種鵡)
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議題:第6号

甲府市教育委員会規則第3号

甲府市教育委員会事務分掌規則の一部を改正する規則

甲府市教育委員会事務分掌規則(平成8年3月教委規則第1号)の一部

を次のように改正する。

第4条を次のように改める。

第4条 削除

第5条第2号中「教育相談」を. 「教育の研究、指導及び相談」に改め

る。

第20条第2項中「次の教育機関にそれぞれ次の職を置く」を「教育研

修所に所長を置き、所長は学校教育課長をもって充てる」に改め、同項第

1号及び第2号を削る。

別表教育総室、学校教育課の項第1 0号中「及び教育指導研究センター」を削

る。

附 則

この規則は、令和3年4月1目から施行する。
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議題二第7号

甲府市教育委員会事務局事案決定規程の一部改正について

1 改正理由

甲府市教育指導研究センターは、昭和5、7年度から本市の学校教育の振

興に長年にわたり寄与してきたところであるi。

しかし、老朽化の進行等により、同センター内に設置された「あすなろ学

級本級」が令和2年6月に移転し、また、学校教育課に属する甲府市教育研

修所において、同センターの機能を補完することできることから、令和2年

度末をもって同センターを廃止する。

このため、これらに対応するため、甲府市教育委員会事務局事案決定規程

の一部改正を行う。

2 主な改正内容

甲府市教育指導研究センターの廃止に伴い、当該センターに係る別表の改

正を行う。

3 施行期日

令和3年4月l日から施行する。

4 改正の案文

別紙 新旧対照表及び規程案文参照

5 教育委貴会への議題時期

令和3年3月定例教育委員会
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議題:第7号

甲府市教育委員会規程第1号

甲府市教育委員会事務局事案決定規程の一部を改正する規程

甲府市教育委員会事務局事案決定規程(昭和4 8年4月教委規程第1

号)の一部を次のように改正する。

別表第2部長以下の個別決定事案、学校教育の表第7項中「及び教育指

導研修センター」を削り、同項第2号を削る。

附 則

この規程は、令和3年4月1日から施行する。
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議題:第8号

甲府市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則の廃止について

1 廃止理由

令和元年1 0月1日からの子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の

施行に伴い、幼児教育・保育の無償化が実施され、幼稚園就園奨励費補助

事業が終了したことから、甲府市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則を

廃止する。

2 施行期日

令和3年4月1日から施行する。

3 廃止の案文

別紙 規則参照

4 教育委貴会への議題時期

令和3年3月定例教育委員会
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議題:第8号

甲府市教育委員会規則第5号

甲府市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則を廃止する規則

甲府市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則(平成1 3年6月教委規則第

8号)は、廃止する。

附 則

この規則は、令和3年4月l日から施行する。
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議題:第8号

○甲府市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則

平成13年6月13日

教委規則第8号

令和元年9月27日教委規則第8号

甲府市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則(昭和47年10月教委規則第10号)の全

部を改正する。

(目的)

第1条 この規則は、学校教育法(昭和22年法律第26号)第2条第l項及び附則第6条の

規定に基づき設置された私立幼稚園の設置者(以下「設置者」という。 )が、幼稚

園教育の振興に資するため入園料、保育料(学園(園則)に定められた入学料、授

業料をいう。以下同じ。 )の減免をする場合に、市が行う私立幼稚園就園奨励費補

助金(以下「補助金」という。 )の交付について、必要な事項を定めることを目的

とする。

(平20教委規則1 ・改)

(補助の範囲及び額)

第2条 設置者が、当該幼稚園に在国し、本市に住所を有する幼児の保護者に対し、

入園料、保育料を減免する場合に、市は、当該設置者に別表第l又廟一俵第2に掲げ

る範囲内において補助金を交付することができる。

(平25教委規則6 ・平28教委規則7 ・改)

(補助の申請)

第3条 補助を受けようとする設置者は、幼稚園就園奨励費補助金交付申請書(第l号

様式。以下「交付申請書」という。 )に次の各号に掲げる書類を添えて、教育委員

会が定める日までに提出するものとする。

(平27教委規則7 ・改)

(1)幼稚園就園奨励費補助金に係る事業計画書(第2号様式)

(2)保育料等減免措置に関する調書(第3号様式)

(3)入園料、保育料の額を明らかにする書類

(4)市町村民税課税額を証する書類

(5)その他必要な書類

2 前項第4号に規定する書類の提出は、市が課税状況を確認できる場合はこの限りで

ない。前年中に国外での収入がある世帯に属する者の場合には、前年中の収入金額

を証する書類を提出するものとする。

(平27教委規則7)

3 第l項の交付申請書の提出後、減免措置の対象となる幼児の入園又は退園によって

申請内容に変更が生じたときは、設置者は、幼稚園就園奨励費補助金交付変更申請
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議題:第8号

書(第4号様式。以下「変更申請書」という。 )を提出するものとする。

(平27教委規則7 ・改)

(補助金の交付及び変更の決定)

第4条 教育委員会は、前条第1項の交付申請書の提出を受けたときは、その内容を審

査し、補助金額を決定し、幼稚園就園奨励費補助金交付決定通知書(第5号様式。

以下「交付決定通知書」という。 )により設置者に通知するものとする。

2 教育委員会は、前条第2項による変更申請書の提出を受けたときは、その内容を審

査し、幼稚園就園奨励費補助金交付変更決定書(第6号様式。以下「変更決定書」

という。 )により設置者に通知するものとする。

(保育料等の減免措置)

第5条 交付決定通知書又は変更決定書を受けた設置者は、保育料等減免措置通知書

(第7号様式)によりその内容を保護者に通知するとともに、その交付決定通知書

又は変更決定書を受けた月の翌月から教育委員会が定める日までに、保育料等の減

免措置を行うものとする。

(実績報告書の提出)

第6条 設置者は、減免措置を完了した後15日以内又は3月20日までのいずれか早い日

までに、幼稚園就園奨励費補助金実績報告書(第8号様式)に、保育料等減免措置

者名簿(第9号様式)を添付して、教育委員会に提出するものとする。

(減免措置証拠書類の備付)

第7条 補助金の交付を受ける設置者は、入園料、保育料を減免したことを明らかに

した証拠書類(保育料等の減免について。第10号様式)を備えておかなければなら

ない。

2 教育委員会は、補助金の交付の事務処理上必要と認めるときは、前項の書類の提

出を求めることができる。

附 則

1この規則は、公布の日から施行し、平成13年4月1日から適用する。

(平16教委規則12 ・改)
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議題:第9号

甲府市指定文化財の指定について

提案理由

次の3点の文化財は、本市の文化史上貴重であり、かつ学術的価値の特に高

いものであり、甲府市にとって貴重なものと認められるので、甲府市文化財保護

条例(昭和38年制定、平成17年改正甲府市条例第45号)第4条第1項の規定

により、甲府市指定有形文化財とすることとしたい。

甲府市指定文化財の指定

甲府市指定文化財 3件

1浄興寺六両石瞳 1基

2 古府中村絵図 1鋪

3 武田神社所蔵文書 9通 附木箱3箱
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議題:第9号

有 形 文 化 財 

種別 時代 名 称 構造・形式等 員数 所有者 備考 

建 造 室 町 
浄興寺 六両単制石陸 六角柱・高さ312.5cm 

l基 

甲府市 朝日四丁目 7-5 宗教法人 

物 
時 代 

(じょうこ 
石瞳は供養のための石造建 

( 15 世 紀 

うじ) 六両石憧 

築物で、六地蔵を陽刻する事 例が多い。 頂部を錐状(すいじょう)に 

中 

(ろくめん せきどう) 

尖らせ、二条の切れ込み加工 

導 

が頭部の六面を一巡する。 塔身(とうしん)の最上部の 六両それぞれに種子(しゆ じ)、その下に経文(きゆうも ん)が刻まれる。 種子は、金剛界(こんごうか い)の大日如来(だいにちにょ らい)、阿閤如来(あしゆくに よらい)、宝生如来(ほうしょ うにょらい)、阿弥陀如来(あ みだにょらい)、不空成就如来 (ふくうじょうじゆにょら い)、胎蔵界(たいぞうかい) の大日如来である。 経文は、『金剛頂経璃伽修習 毘塵遮那三摩地法(こんごう ちょうきょうゆかしゅうしゅ うびるしやなさんまじほう)』 の最初の偶文(げもん)四句 と、『蓮華三昧経(れんげざん まいきょう)』の八句全部であ る。 高さが3mを超え、山梨県 内の同種の石造物のなかで最 大である1。また制作年代も1 5世紀が想定され、市内でも 最古級であり、歴史的にも価 値が高い。 

浄興寺 
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議題:第9号

有 形 文 化 財 

種別 時代 名 称 構造・形式等 員数 所有者 備考 

歴 江 
古府中村 

紙本塁書 手彩色 1鋪 甲府市 

史 戸 
近世の古府中村(現甲府市古 

額装 

古府中町 261l 宗教法人 武田神社 

資 時 
絵図 (153.4 

料 代 府中町・大手・屋形・武田周辺) ×150.0 

〇一ヽ 貞 享 

の域内を中心に、中世戦国期 における甲府城下町の状況を 

cⅢ) 

13 描いた絵図。江戸時代の同村 
隼 

における土地利用の状況に留 まらず、戦国期の甲府城下町 の旧跡を確認することも目的 として作成され、同村の日影 組に伝来し、村の由緒を表わ す絵図として継承されたと考 えられる。 現存する戦国期の甲府城下 町を描いた同様の絵図のう ち、年代が推定できる最古期 の絵図として、学術的価値が 高い。 
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古府中村絵図 写真



ー32-



議題:第9号

有 形 文 化 財 

種別 時代 名 称 構造・形式等 員数 所有者 備考 

三善 

戦 国 
武田神社 

1.武田信玄書状 

古文書 紙本墨書 9通 附木箱 3箱 

甲府市 古府中町 2611 宗教法人 武田神社 

t≡ヨ 籍 

2.足利義昭御内書 

時 
所蔵文書 

3.一色義棟書状 
代 4.北条氏政書状 

( 16 世 紀 

附木箱 
5.後奈良天皇給旨 6.武田信玄書状 

3箱 7.位記 

ヽ、○○_∴ ほ か 

8.贈位沙汰書 9.贈位策命祭文 大正8年(1919)に創建 された武田神社が所蔵す る古文書。武田氏と朝廷 や室町幕府、他の戦国大 名との交渉に関わる内容 のものが多く、武田氏の 歴史を解明する上で学術 的価値が高い。 江戸幕府高家武田氏の子 孫である武田信保、およ び甲州財閥の中心的な人 物である根津嘉一郎から 創建間もない時期にそれ ぞれ寄贈されており、当 時全国的に盛んとなって いた郷土の歴史を顕彰す る運動の一端を表わすも のとして、近現代におけ る山梨県内の文化事業の 観点からも注目される。 
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武田神社所蔵文書

日録番号1 武田信玄書状

目録番号2 足利義昭御内書
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目録番号3 一色義棟書状

目録番号4 北条民政書状
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目録番号5 後奈良天皇続旨

目録番号6 武田信玄書状
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目録番号7 位記

目録番号8 贈位沙汰書
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